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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ノートやプリントを整理して、後で見て理解できるようにしてください。 

・授業では、わからない点や疑問に思ったことは積極的に質問してください。 

・考査前には、教科書や参考書を用いて、理解を深めるようにしてください。 

・問題をとくときは出題文をしっかり読み、何を聞かれているのかをよく考えて答えるようにすると 

ともに、時間を十分に使って解答を見直すようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

１．私たちが着ているもの、食べているもの、住んでいる建物がどんな物質からできているか、身の回 

りの化学現象について、観察や実験を通して探究する能力と態度を身につける。化学の基本概念や 

原理・法則を理解し，科学的に考え正しく表現する方法を身につける。 

２．現代社会における化学の役割や必要性を理解し、環境に配慮した上で、健康で安全な生活を送るた

めに自分たちができることを考える姿勢をもつ。 

３．実験の過程や結果を的確に記録し整理する力、正しい手順で安全に配慮し実験を行うこと、時間･

ルールを守ることを学び、公正・協力・責任などの社会的態度を身につける。 

４．新聞、書籍、インターネットなどの資料から情報を集め、調べ学習や発表などを通して、学んだ 

ことをわかりやすく、正確に人に伝えられる力を身につける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・化学的な事物や現象につ

いて、知識を身につけてい

る。 

 

・観察・実験や測定・計量

において、器具を適切に扱

うことができる。 

 

・物質の物理的および化学

的性質を理解し、安全な行

動をとることができる。 

・実験や観察から、物質の化

学的性質を判断でき、化学現

象を説明することができる。 

 

・化学現象や物質が日常の生

活に果たす役割について考察

できる。 

 

・社会の発展や現代社会の課

題について、科学的に判断し

表現することができる。 

・日常の生活で接する物質、

およびその変化について関心

を持っている。 

 

・生活で消費する素材や製品

などについて、どのような化

学的背景があるのかを理解し

ようとする。 

 

・物質の化学的性質や化学変

化を一般化し、科学的に分析

する態度を身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

純物質と混合物 

物質の三態と熱運動 

原子の構造・イオン 

元素の周期表 

粒子の結合 

 

a: 物質の成り立ちについて理解し、原

子の構造や原子間の結合様式の知識

を身につけている。 

b: 物質の成り立ちを記号等で簡潔に

表現でき、物質の変化において、熱・

化学エネルギーとの関係を判断でき

る。 

c: 身近な物質に関心をもち、物質の

性質について、原子間の結合との関連

を探求し、一般化しようとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

レポート 

 

振り返りシ

ート 

 

提出ノート 

２
学
期 

物
質
量
と
化
学
反
応
式
、
酸
と
塩
基
・中
和
反
応 

原子量･分子量･式量 

物質量 

化学反応の量的関係 

 

 

 

 

a: 物質量や化学式について知識を身

につけている。 

b: 物質量について基本的な計算がで

きる。 

c: 化学変化の量的関係を質量や体

積、物質量と関連付けて考察する姿勢

をもつ。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

レポート 

 

振り返りシ

ート 

 

提出ノート 

溶液の濃度 

酸と塩基 

水の電離と pH 

中和反応 

塩 

a: 酸・塩基の定義を理解し、基本的な

実験器具の操作ができる。 

b: 酸・塩基の強弱や中和反応につい

て、実験結果を科学的に考察できる。 

c: 日常生活で、酸や塩基の概念やｐ

Ｈを意欲的に用いている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

レポート 

 

振り返りシ

ート 

 

提出ノート 

３
学
期 

酸
化
・還
元
反
応
と
そ
の
応
用 

酸化・還元の現象 

酸化剤と還元剤 

酸化還元反応 

酸化還元反応の利用 

（電池・精錬） 

 

a: 電子の授受などの酸化還元反応の

知識を身につけている。 

b: 電池や金属の精錬を酸化還元反

応と関連させて考察することができる。 

c: 酸化還元反応の利用について、身

近な製品から積極的に考察、探求しよ

うとする。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

小テスト 

 

レポート 

 

提出ノート 

レポート 

 

提出ノート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


